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CeNiSnの-軸圧力誘起磁気転移
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CeNiSnは10K以下で準粒子バン

ドにⅤ字型の擬ギャップを形成する

【11【2】.擬ギャップは静水圧下では

徐々につぶれることが電気抵抗の測

定から知られている【3】.今回は,こ

の擬ギャップの-軸圧下での変化を

調べるために,a軸とC軸方向に圧力

をかけ,1.4- 10Kの温度範囲で交

流比熱と交流帯磁率を測定した.

C軸方向に0.07GPaの圧力を加え

ると,3K付近に比熱のブロー ドな

山が出現する.圧力増加とともにそ

の山は高さを増し,0.15GPaでは2

次相転移に特徴的なピークとなる.

ピークの温度は今回測定した圧力範

囲では変化しない.交流磁化率の測

定では,C軸方向の圧力下で4K付近

にピークが出現する.⊥方,a軸方

向に 0.14GPaまで圧力をかけた場

合は,比熱にピークは現れず,全測
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定温度範囲で絶対値が増加する.

以上の結果は,CeNiSnの C軸方向に圧力をかけると擬ギャップの消失に従って,

反強磁性秩序が誘起されることを強く示唆する.
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